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1. 組織の概要(対象範囲含む) 

 

◼ 会社名    株式会社 和広 

◼ 代表者名   代表取締役社長 鍵谷直樹 

◼ 所在地    ◎本社 床面積：２,０９０.２５㎡ 

〒１９４－０２１５ 

東京都町田市小山ヶ丘二丁目２番地－５－６ 

            TEL：０４２－７９８－７５３１ 

            FAX：０４２－７９７－１８７７ 

 

◼ 事業内容   鉄道車両用電気機器・産業用電源ユニット・大電流コネクタ等の 

         資材調達・組立・試験・修理・開発設計・販売業務 

◼ 事業規模   ◎資本金 １,０００万円 

       ◎売上高 ５５０百万円(２０２３年度) 

       ◎従業員 ４８名 

◼ 環境管理者  環境管理責任者 鍵谷賢吾 

  環境管理事務局 佐々木三男 

 

   

  



3 

 

2. 環境経営方針 

 

環境経営方針 

当社は、鉄道車両用品の高度なる技術をもって、お客様により安全性の高い製品を提供

し、お客様に満足して頂けるよう最善の方法で取り組みを行っております。 

地球環境への影響をより正常にするため、社員が一丸となって“エコアクション２１”に

取り組みます。 

 

行動指針 

① 当社は地球環境の保全が最重要課題であると認識のもと、環境影響を改善し豊か

な社会への実現に貢献することを基本理念として、事業活動に取り組みます。 

② 環境関連法規・その他当社の規律を遵守します。 

③ 事業活動において、環境目標を継続的に改善して行きます。 

(ア) 省資源及び省エネルギーに役立つ施策を実施する。 

(イ) 化学物資の適正管理並びに排出物の削減及び資源のリサイクルを推進する。 

(ウ) 環境保全意識の高揚を図り、継続的改善と環境汚染の予防を推進し環境に配

慮した製品の提供を推進する。 

(エ) 社外の環境保全活動への参加により、地域社会との連携を強化する。 

(オ) 環境コミュニケーションに取り組み推進する。 

④ 環境教育等の実施により、全従業員に環境経営方針を周知徹底し環境保全の向上

を図ります。 

 

 

作成日 2020 年 ４月 １日 

改定日 2020 年１０月３０日 

株式会社 和広 

代表取締役 鍵谷直樹 
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3. 環境経営目標 

 

①  二酸化炭素排出量並びに水道水使用量の削減を実施する。 

(ア) 電力使用量 

(イ) ガソリン使用量 

(ウ) 軽油使用量 

(エ) 都市ガス使用量 

(オ) 水道水使用量 

② 一般廃棄物及び産業廃棄物の削減並びにリサイクルを推進する。 

(ア) 一般廃棄物 

(イ) 産業廃棄物 

(ウ) リサイクル推進 

③ グリーン購入並びに自らが提供する製品及びサービスにおける環境への取り組

み。 

(ア) グリーン購入への変更を推進 

(イ) コピー用紙使用量削減 

(ウ) 不良削減 

④ 環境経営目標と実績。 

２０２３年度実績値を基準とし、△１％の環境目標値を設定しました。 

 

※本社、藤野工場の合算値 

区分 単位 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 

目標 

2022 年度

実績△1％ 

実績 

 

目標 

対前年度 

△１％ 

目標 

対前年度 

△１％ 

目標 

対前年度 

△１％ 

二酸化炭素  Kg-CO2 108,745 114,416 113,271 112,138 111,016 

電力 Kwh 150,282 105,768 104,710 103,662 102,625 

ガソリン ℓ 10,413 12,402 12,277 12,154 12,032 

軽油 ℓ 6,743 4,609 4,562 4,516 4,470 

都市ガス N ㎥ 4 4 ４ ４ 4 

水道水 ㎥ 248 463 458 453 448 

一般廃棄物 Kg 2,735 4,603 4,556 4,510 4,464 

産業廃棄物 Kg 46,386 62,489 61,864 61,245 60,632 

※二酸化炭素 排出係数 0.447kg-CO2/Ｋｗｈ(東京電力エナジーパートナー) 
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4. 環境経営計画 

２０２３年度は、環境目標に対して以下の活動を行いました。 

① 二酸化炭素排出量並びに水道水使用量の削減 

活動項目 責任者・担当者 活動内容 

電力使用量の削減 環境管理責任者 

各グループ長 

(ア) 節電の実施 

(イ) 冷暖房の温度設定管理の実施 

(ウ) デマンド装置の活用 

ガソリン使用量の削減 環境管理責任者 

生産管理グループ長 

(ア) 無駄な運転を削減する 

(イ) エコドライブの実施 

軽油使用量の削減 環境管理責任者 

生産管理グループ長 

(ア) 無駄な運転を削減する 

(イ) エコドライブの実施 

都市ガス使用量の削減 環境管理責任者 

各グループ長 

(ア) 節約の実施 

(イ) 冷暖房の温度設定管理の実施 

水道水使用量の削減 環境管理責任者 

各グループ長 

(ア) 洗浄作業時の節水の実施 

(イ) 手洗い、洗い物時の節水実施 

 

② 一般廃棄物及び産業廃棄物の削減並びにリサイクル 

活動項目 責任者・担当者 活動内容 

一般廃棄物の削減 環境管理責任者 

全従業員 

(ア) 焼却ごみの削減する 

(イ) ３R の実施 

産業廃棄物の削減 環境管理責任者 

各グループ長 

(ア) 製造工程で発生する廃棄物を

把握する 

リサイクルの推進 環境管理責任者 

各グループ長 

(ア) 紙やダンボールのリサイクル 

(イ) 金属類のリサイクル 

(ウ) ３R の実施 

③ グリーン購入並びに自らが提供する製品及びサービスにおける環境への取り組み 

活動項目 責任者・担当者 活動内容 

グリーン購入への変更

を推進 

環境管理責任者 

各グループ長 

(ア) 文房具を中心に実施 

コピー用紙使用量の削

減 

環境管理責任者 

各グループ長 

(ア) 印刷物使用量削減する 

(イ) 使用量の把握する 

自らが提供するサービ

ス 

環境管理責任者 

各グループ長 

(ア) 不良削減 

(イ) 品質改善会議の開催 
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５．取組結果と次年度の取り組み 

 

電力使用量 

目標 実績 評価 実施状況と次年度の取組み 

108,745 

 

114,416 

 

× 空調機器の不調などもあり冷やすために負荷を大きく

書けてしまった、空調機器の交換を依頼する。 

 

この一年のデータをベースとし、空調などを中心に節

電などに取り組んでいきたいと思います。 

 

自動車燃料（ガソリン、軽油）使用量 

目標 実績 評価 実施状況と次年度の取組み 

ガソリン 

10,413 

 

12,402 

 

× 

本社藤野間のトラック輸送がなくなり、軽油に関して

は良い成果となりました、しかし、代わりに近場の輸

送が多くなりガソリンの使用料が多くなってしまっ

た。 

 

予想通り軽油に関しては使用量の減少が叶いましたが、

近場の輸送を改めて計画を行い削減にり組んで行きま

す。 

軽油 

6,743 

 

4,609 

 

○ 

 

産業廃棄物排出量 

目標 実績 評価 実施状況と次年度の取組み 

46,386 

 

62,489 × 本社統合に伴いまだまだ多くの産業廃棄物を排出して

しまいました。統合してからの基本データとして扱い

情報を収集した。 

引き続き 2023 年度の活動を継続するが、既存の業者だ

けでなく引取りをおこなってくれる業者に依頼するな

どして排出量を減少させていきます。 

 

自らが提供する製品及びサービスにおける環境への取り組み 

目標 実績 評価 実施状況と次年度の取組み 

・不良削減 

・品質改善会議

の開催 

504 

月１ 

○ 

〇 

売上げの減少に伴い不良数も減少した。 

定例会を行うことが出来た。 

引き続き会議を通して品質問題、改善策の共有と再発

防止に努める 
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６. 環境経営システム組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 責任・権限 

代表者 (ア) 環境経営に関する統括責任者 

(イ) 環境管理責任者の任命 

(ウ) 環境方針の策定・見直し及び全従業員への周知 

(エ) 全体の評価と見直し・指示 

(オ) 環境経営システムの運用、維持に必要な資源の用意 

環境管理責任者 (ア) 環境経営システムにおける構築、実施、運用管理 

(イ) 実施状況や取組結果の代表者への報告 

環境管理事務局 (ア) 環境管理責任者の補佐 

(イ) 環境負担の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

(ウ) 環境目標、環境経営計画書原案の作成 

(エ) 環境関連法規等取りまとめ表の作成 

(オ) 環境経営レポートの作成 

部門責任者 (ア) 自部門における環境経営システムの実施 

(イ) 自部門における環境経営方針の周知 

(ウ) 自部門の従業員に対する教育訓練の実施 

(エ) 自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告 

代表者 

鍵谷直樹 

生産管理グループ 

環境管理責任者 

鍵谷賢吾 

環境管理事務局 

佐々木三男 

製造グループ 
経理総務グループ 

営業グループ 
品質保証グループ 
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７．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無 

 

① 当社が遵守すべき主要な環境関連法等は以下の通りとする。 

法規制等の名称 遵守・義務事項 遵守評価 

廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律 

(ア) 保管基準の遵守 

(イ) 許可業者に委託 

(ウ) マニフェスト交付状況の報告 

(エ) 再生利用を目的の収集、運搬業者に委託 

〇 

〇 

〇 

〇 

消防法 (ア) 消防設備の点検 

(イ) 避難経路の確保 

(ウ) 火災予防の実施 

〇 

〇 

〇 

環境基本法 (ア) 公害防止、廃棄物への対応、リサイクル、

行政への協力 

〇 

フロン排出抑制法 (ア) 四半期毎の簡易点検 

(イ) 定期点検 ３年に１回 

〇 

〇 

国等による環境物品等の調達

の維持等に関する法律 

(ア) グリーン対象品の積極的購入 〇 

 

② 遵守状況の確認評価並びに違反、訴訟の有無 

環境関連法規等の違反、訴訟、苦情の有無につきましては、２０２４年４月 5 日に

環境管理責任者による調査、確認を行い、違反していることはなく、苦情もありま

せんでした。 

  



9 

 

８．代表者による全体の評価と見直し 

 

評価と見直しの実施日：２０２４年４月５日 

評価見直しの期間：２０２３年４月から２０２４年３月 

参加者：代表者、環境管理責任者、環境管理事務局 

 

【評価と見直し結果】 

① 環境経営方針 

特に変更なし、来年度も継続して適用する。 

② 環境経営目標 

環境経営目標及び実績に記載。 

③ 環境経営計画 

環境経営計画の取り組み結果及び評価に記載。 

④ 実施体制 

現状の体制を継続する。 

 

【総括】 

 全体的に目標をクリアできなかった。 

 空調機器の修理または新規の対応を依頼し電気やガスの削減に努めたいと思います。 

また、産業廃物の発生量を抑えるために少しでも引き取ってくれる業者などに依頼し対

応する。 

 そして、引き続き地域の清掃活動などにも参加し環境への配慮を実施できた。 

 

 

９．今後の事業計画 

 今後は売上の拡大を早々の目標とすると共に環境に配慮すること、そして不良を削減し

無駄なエネルギーを使用しないよう取り組んで行きたいと思います。 
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